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1. スタイル ←9pt,MSゴシック,ボールド 

○○・・・・，・・・・○○。 

 ↑：9ポイント：明朝体 

   和文文字数1行25字、49行 

 

2. 見出し 

(1) 見出しの種類とスタイル 

見出し番号または記号は，次の順序で用いることを原則とする。 

 

1．2．3．   ：9pt, MSゴシック，ボールド 

(1) (2) (3)  ：9pt，明朝体 

1) 2) 3) ：9pt，明朝体 

a．  b．  c． ：9pt，明朝体 

(2) 区切り記号 

文章の区切り記号は，読点を「，」，句点を「。」とする。  

(3) 著者情報 

研究報告の著者名の右肩に*印を付けて脚注指定する。1ページ

欄外には著者の勤務先を記入し，1行を超えなければ住所を加えて

もよい。 

 

3. 単位 

(1) 単位系の指定 

単位は，国際単位系（SI）（SI単位と併用してよい単位を含む）

とし，必要に応じて従来単位とする。 

 

(2) 単位に関する留意事項 

特に間違い易い例： 

1)SI単位 

ｓ（秒，secと記さない） 

  W（仕事率，動力等，PSはSI単位ではない） 

2) SI単位と併用してよい単位 

h（時間，hrと記さない） 

°（度，degと記さない） 

lまたはL（エル：数字の1と混同する恐れのある場合は，L

または l（イタリック体）を用いる。） 

 

4. 図，表，写真 

(1) 図表等の説明と本文への挿入方法 

図表のフォントは，日本語(明朝体)，英語(Times New Roman)で

記載する。また，図表等は，著者自らが頁の上下部に挿入する。  

(2) 図表等タイトル 

図表等には，タイトル(9pt, MSゴシック)を付ける。図表等の番

号は，図では「図1, Fig. 1, 図2, Fig. 2」のように，表では「表

1, Table 1, 表2, Table 2」のようにし，写真では「図1, Fig. 1」

のほかに「写真1, Photo 1」を用いても構わない。 

(3) 図表等の引用 

文章中での図表等の引用は，図表等タイトルの説明文を除く記

号および番号を引用する。 

（例：図1に実験装置の構成を示している。） 

(4)図表の配置 

 図表等の配置は，図表（タイトル含む）前後に1行、左右に各1

字の空きを入れる。 

 

 

 

↓16pt,明朝体,ボールド ↑上マージン 25m 

←左マージン 17mm 

右マージン 17mm→ 

↓14P ,Times New Roman，ボールド 

○○←段組の間は2文字分あける。 
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図１ ○○・・・ ←9ポイント：ゴシック体 

改行 

表１ ○○・・・ ←9ポイント：ゴシック体 

○                      ○ 

○                      ○ 

○                      ○ 

○                      ○ 

○                      ○ 

○                      ○ 

改行 

５. 参考文献 

(1) スタイル 

参考文献は，以下のスタイルに従って引用順（但し，同じ著者

で同年の複数の文献がある場合には発行年の後にa, b,と記号を付

す）に記載する。雑誌の場合には，著者名（複数の場合は「，」で

区切る．欧文雑誌については最後の著者を「and」でつなぐ），発

行年（西暦），標題，雑誌名（イタリック体），巻号（巻は太字と

し，巻のページを年間通し番号としている雑誌の場合は，号の記

載は不要），ページの順に記載する。 

単行本の場合には，著者名（複数の場合は「，」で区切る。欧

文単行本については最後の著者を「and」でつなぐ），発行年（西

暦），書名と版数，発行所，（外国文献の場合は発行地），引用ペ

ージの順に記載する。分担執筆の単行本では，分担執筆者名，発

行年（西暦），分担標題，書名と版数（編者又は監修者名）発行所，

（外国文献の場合は発行地），引用ページの順に記載する。 

詳しくは，記載例を参照すること。 

(2) 参考文献の引用 

文章中で文献を引用するさいには，引用部の肩に上付きで通し

番号1)2)を記載する。 

 

     参考文献 ←中央揃え 

1）農機太郎，農機次郎, 2000. ○○○に関する研究（第1報），農

機誌，62(1)，14-21．（和文雑誌の場合） 

2）Nouki.T., Nouki.J., 2009. Labor saving technology for transplanting 

Chinese Yams using a seed tuber transplanter ,  Journal of JSAM, 72(2), 

169-176. 

3)農機太郎, 2001. ○○の利用（改訂版），農機堂，100-110． 

（和文単行本の場合） 

4)Nousan, T., 2001.  Automatic Transplanter (second edition), Nouki Co., 
New York, 100-110. （欧文単行本の場合） 

5)生産太郎, 2001. 移植機の利用法，自動制御（改訂版）（東北太

郎編），農機堂，90-95． （分担執筆の単行本の場合） 図 

表 

↓下マージン20mm 


